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Features of BL16 
パルス中性子を用いた水平型反射率計 

パルス中性子を下方2.22度、5.71度へと取り出すこと
により、液面等の自由界面の測定を容易に行うことが
できる。 
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いくつかのテスト実験から、既にq分解能の向上、お
よび劇的な中性子ビーム強度の増大を確認することが
できた。 

Current status of BL16 
ARISA-IIを用いた測定データの例 

液体試料の界面測定に対応するために、2回反射によ
る入射角の調整機構を導入。 

Current status of BL16 
液面測定の現状 
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Summary 
中性子反射率計ARISA-IIの現状 

まだまだ改善すべき余地は残っているが、現状でも
ARISAと同程度の反射率測定ならば実施可能(ただし
液面は除く)。 
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Summary 
ARISA-IIからの脱却 

面内構造測定の実施が当面の目標。そのためにはデバ
イスの導入だけでなく、BG低減等によるデータの質
の向上も重要。 
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